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Tops Interview

◆中学・高校時代は運動とプログラミングに夢中

楠見 10

Reed

 
2 19

勝間
1

 

 

楠見

勝間

 

5 6

◆論理的思考能力と総合的な知識が大事

勝間

 

楠見

勝間

 

 

◆人気企業よりも、これから伸びる会社を選べ

楠見

 

 

勝間

楠見

経済評論家の勝間和代さんはマスメディアで活躍するとともに、
勝間塾を主宰し、インターネットでも情報や意見を発信している。
その発言は、キャリアや就職を考えるうえで示唆に富んでいる。
これから社会に出て仕事をしていくのに、大切なことは何か。

仕事の無駄を省いて生産性を高め、自分の生活や将来に投資しよう

◉勝間 和代 • 

◉楠見 晴重 • 

Work-life
      Balance



Work-life   Balance
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Tops Interview

 

 1 GDP
1

GDP

1 3
2 1

GDP

 1 1 GDP

39
50

GDP
GDP

勝間

 

楠見

勝間

楠見 晴重（くすみ はるしげ）
1953 78

81
82 90

91 Imperial College
02 07
4 09

勝間 和代（かつま かずよ）
1968

19

JP

2005
50 06

09
Young Global Leaders

430

■対談

勝間

 

楠見

◆マニュアルに頼らず、自分の体験で勝負しよう

楠見 1 4
3

3

勝間

楠見

勝間 1

楠見 4

◆普段の快適な生活よりも一回り背伸びして遊べ

楠見

勝間
100

10 20

 

 

楠見

◆「1人当たり・1時間当たりのGDP」を基準に

楠見 40
70

勝間
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S NOW!

2009
11

2

1 2010
3 12

6

1
20

 

 

 4
13

 

 CD 100

 
7

3

 有吉 俊
すぐる

 さん

「仕事も就職活動も『道』。人生を高める修業です」

 村田 陽一 さん 1997

 

 

 

 

 

有吉 俊─ありよし すぐる
1990 2

3 2010 3
12

村田 陽一─むらた よういち
1974 49

97

  6 7
2

8 12
4

 20

 

 

 

 

 4

1

スタディ・アブロード・プログラムで
カンザス大学に留学
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─実際にどのような変化が見られますか。
 図2 6 1

4 B
D F H 4

2

 

 

Research Front Line

─なぜ社会的・対人的スキルに関して、インターンシップ・
プログラムの効果が出なかったのですか。
 図1

 

■小中学校におけるキャリア教育の効果測定

─東大阪市の小中学校で継続的に行われているキャリア教育
の効果測定について。
 

19
9

■研究最前線

キャリア教育・支援の実践と研究

　川﨑 友嗣 教授

■CAPシステムの充実したコンテンツ

 
CAP Computer Assisted Career 

Planning System
KICSS

 CAP 6 42

5

 
5 23

PR

 CAP

■独自に開発された関大生のためのシステム

─2011年4月から運用されているCAPシステムの開発につ
いて。
 

school-to-work

 

CAP
─CAPシステムの特色は？
 

CAP

 

■キャリア教育プログラムの効果を検証する

─キャリア教育科目とインターンシップの効果測定の結果は？
 

GP
20

 
school-to-

work 1
643 2 672
491
 

※

キャリア教育の
効果を測定・評価する

CAP

図１：社会的・対人的スキル尺度得点の変化（対象別）

図２：意岐部東小学校（6年生）の効果測定結果
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─実験を重ねた結果はいかがですか。
 DCPN

ASPN
 DCPN

ASPN

 DCPN
ASPN

■研究最前線

■優れた表面硬化法＝プラズマ窒化法

 

 

 450 600
850 950

 

 

■プラズマ窒化法の長所と欠点

─プラズマ窒化法のメリットは？
 

Research Front Line

─それにもかかわらず、あまり普及しない理由は？
 

 

Arcing

Edging effect

Hollow cathode effect

■処理材表面ではなくスクリーンで放電

─プラズマ窒化処理の欠点を解消できるアクティブスクリー
ンプラズマ窒化処理とは？
 

アクティブスクリーンプラズマ窒化処理の研究

 
　西本 明生 准教授

硬化層を均一に形成する
新プラズマ窒化技術

■既存のプラズマ窒化炉が使える新技術

─アクティブスクリーンプラズマ窒化処理は、世界や日本で
どの程度行われているのですか。
 1999

5
1

 

 

─研究開発で難しかった点、そして今後の課題は？
 

 

アクティブスクリーンプラズマ窒化処理のメカニズム

窒化処理後の試料の外観と
試料表面の直径方向の窒素濃度分布

図1

図2
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3

◉充実したインターンシップ制度

 

270
500

◉多彩な就職支援プログラム

 
150

2
5 11 1,000

 

10

ANTARCTICA
次代を担う若者を全面的にバックアップ！

12

◉業界研究会◉全キャンパスでの展開

 3 4
1

◉個別対応のキャリアカウンセリング

昨年の倫理憲章の改定により、企業の採用情報公開が例年より2ヵ月遅れの12月開
始となった。ところが、採用選考の開始は従来通りの4月以降であり、それに先立つ
エントリーシートなど応募書類の提出も例年通りのスケジュールで進められており、
学生にとっては具体的な応募先を検討する時間が短縮化されている。そのような状況
においても学生一人ひとりが将来にしっかりとした目標をもって挑むために、関西大
学キャリアセンターではさまざまな支援を展開している。

第53次日本南極地域観測隊夏隊に同行した関西大学第一中学校
の東野智瑞子教諭が、千里山キャンパスで1月26日、28日に、
南極昭和基地から衛星放送によるライブ授業を行った。リアル
タイムの映像を伴った授業に参加したのは、関西大学第一中学
校、関西大学中等部、関西大学北陽中学校の生徒たち。その模
様を紹介しよう。

 リアルタイムで南極を感じる授業

 
53 2011 11

25
 

BIG 100
TV

 ペンギン調査・湖沼調査に同行

昭和基地からライブで「南極授業」
関大一中・東野教諭が南極の驚異と魅力を伝える

 1 26 700
1 28

500
 26

 

 

 

 

 

 

 

 3 19

 

◉学内企業研究会・合同企業研究会

◉公務員等志望者支援行事

 10
11

12

◉KICSS（関西大学インターネットキャリア支援システム）

 KICSS
OB OG

7 8
CAP

関西大学のキャリア形成・
就職活動支援体制



OINT ROGRAM
■社会貢献・連携事業／地域連携
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■ 大規模マラソン大会初の本格的調査 ■ ボランティアについて

10月30日に開催された「第1回大阪マラソン」には、フルマラソン27,161人、チャ
レンジラン（8.8km）2,002人のランナーが参加し、約1万人ものボランティアが活
動した。なぜ、これほどまでに多くの人たちが市民マラソンにかかわろうとするの
だろうか。また、大会前後で大阪に対する意識の変化は？─関西大学では人間健
康学部の杉本厚夫教授を中心に、読売新聞社と共同で、大阪マラソンに関する詳細
な意識調査を実施した。

 ◉ 「大阪マラソン共同調査研究」　杉本厚夫・人間健康学部教授らが調査・分析

「なぜ市民マラソンか？」
人気を裏づけ、意義と効果を検証する

 1

 

■ 参加ランナーについて

 

 

関西大学では全学を挙げて、防災への取り組みを強化している。2011年10月4日の千里山
キャンパスでの「関大防災DAY2011」に続き、11月9日に高槻ミューズキャンパスで「関
大ミューズ防災DAY2011」を、11月29日に堺キャンパスで「関大堺キャンパス防災
DAY2011」を実施した。いずれも「広がれ！みんなの安全・安心」を掲げて、大規模な地震
避難訓練を行った。

巨大地震に伴う火災、津波も想定して避難訓練

～広がれ！みんなの安全・安心～

 11
9

 1,000

7.3
8

11 29 800

関大堺キャンパス防災DAY2011

関大ミューズ防災DAY2011

 

9.0

100
6

 

 

 Web
  7 23 8 27 28 9 17 18 25

   10 1 2 28 29  11 1 11 22
1045 1084

 
 10 30

467

 

高槻ミューズ・
堺キャンパスで

「関大防災DAY2011」

■ 観客について

 

 

 Web
  7 27 9 14

    11 1 11 22
4811 7006

 

10

http://www.kansai-u.ac.jp/global/contribution/marathon.html
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■関大ニュース
K A N D A I N E W S

関西大学南千里国際プラザが竣工
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「社会安全研究科博士課程後期課程」設置認可

 
2011 10 24

2010 4

大学トップマネジメントフォーラム2011開催

2011

2011 12
11

8
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CEO
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馬術部の山田晃嗣さんが全日本障害馬術大会優勝

 
63

1 2011 11 20

31
2

1

2007 3

関西大学中等部の宮原知子さんが
フィギュアの全日本ジュニア選手権で総合優勝

 2
2011 11

26 27

SP
1

172.17
 12 24 25

80
SP 15 3

3 6
2

2014




